
２０１８／１１／２１（水）資源 事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

凍結路面を想定した運転
～ 冬道は、焦らず、急がず、出し過ぎず ～

○ 穏やかな発進・二段階減速（早目の減速）を体にクセづけておきましょう
○ 乾燥路面でも、『今、路面が凍結していたら・・・』と考え、車間距離を確保しましょう
○ ブレーキとハンドルを同時に操作せず、しっかり減速した後に、ハンドル操作をしましょう

夕暮れ・夜間 歩行者、自転車の事故防止
～ 点灯せ 生死を分ける ハイビーム ～

○ スピードダウンと安全確認を徹底しましょう
○ 早めのライト点灯とハイビームの活用を励行しましょう
○ 横断歩道以外の場所でも、歩行者が横断することを意識しましょう

「かもしれない」で備える 交差点事故防止

「自転車」と「歩行者」を見かけたら・・・「かもしれない」運転を

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

要注意 危険がひそむ 交差点

◇交差点 右左折時は、確認を徹底しましょう◇

◇歩行者・自転車への注意を、徹底しましょう◇

◇追突事故・バック事故を、根絶させましょう◇

車間距離を十分に 追突を未然に防止

構内も停止するまで、運転中

午後３時 交差点 右折車にはねられ
横断歩道の夫婦がはねられ、夫が意識不明の重体

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し、行いましょう◇
２０１８／１１／１５（木） ２０：２８

１５日午後３時半ごろ、長野県の交差点で横断歩道を渡っていた７０代の夫婦が、右折してきた軽ワゴン車にはね
られ、夫が意識不明の重体となっています。警察は軽ワゴン車を運転していた会社員の男性（２４）を現行犯逮捕
しました。また妻も顔などに軽いけがをした模様です。

7～8メートル飛ばされたか ライトバンにはねられ男性死亡
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０１８／１１／１６（金） １９：０４
１６日午前５時半過ぎ、神奈川県の信号交差点で、横断歩道の男性がライトバンにはねられ、死亡する事故があ

りました。はねられた際に７、８メートルほど飛ばされたとみられています。

道路横断中の高齢男性が車にはねられ死亡
横断歩道や信号機は設置されていません

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の車の存在 事故防止◇
（２０１８／１１／１６（金） ２２：０３）

１６日午前７時半ごろ、大分県の交差点で道路を歩いて横断していた男性（８５）が軽乗用車にはねられて死亡
しました。現場には横断歩道や信号機は設置されていませんでした。警察は車を運転していた介護士の男性から
話しを聴くなどして、詳しい事故の原因を調べています。

クレーンで積込作業後、下げ忘れ
駐車場から右折して道路に出ようとした・・・高さ５メートルの電線に引っ掛かる

（２０１８／１１／１６ ０８：０６）
１５日午後３時半ごろ、静岡県の県道で、道路脇の駐車場から出ようとした造園業の男性（７０）のトラックの

クレーンが電線に引っ掛かり、傾いたまま動けなくなった。事故処理のため現場は約２時間半にわたり通行を規
制し、周辺で渋滞が発生した。男性は道路脇で、クレーンを使って植木をトラックに積み込んだ。クレーンを上
げたまま駐車場から右折して県道に合流しようとした際、高さ５メートルほどの電線に引っ掛かったとみられる
。男性は取材に「クレーンを下げ忘れた。前に進まずおかしいと思っていたら、傾き始めて驚いた。迷惑を掛け
てしまった」と話した。トラックはセンターラインをまたぎ、左側の前輪と後輪が浮いた状態で停止した。傾い
たトラックを目撃した女性は「タイヤが浮いていてびっくりした」と話した。


